



























































































































































































































































































































































































































































































































YOSHIDAの論文が J. Chem. Soc.に共に英文で掲載さ
れていて、明治の人の心意気を感じた。その後も、多く
の先達が続々と内外の学術雑誌に発表されていた。小生




























































































































































































































F. W. Taylor, K. Marx, G. Ryle, R. Gregory, J. J. Gibson,


















































































































































































































学 ３年３月 高岡短期大学産業情報学科情報処理専攻卒業 ６





















































































































略歴 昭和４５年神奈川県横浜市生まれ 平成４年 高岡短期大学
専攻科卒業 ８年 日本橋TOMMY画廊にてグループ展 ９



























































































































































































略歴 昭和４５年 富山県生まれ 平成２年４月 国立高岡短期大
学産業工芸学科金属工芸専攻入学 ４年３月 同卒業 ４年４月






































































































略歴 平成４年 高岡短期大学金属工芸科入学 ７年 高岡短期
大学専攻科卒業 ７年 株式会社ミキモト装身具入社 １１年 多
摩美術大学造形表現学部入学（会社勤務終了後通学）１５年 多摩
美術大学造形表現学部卒業 １７年現在 株式会社ミキモト装身具
原型制作担当技術主任
初めて高岡短期大学に行ったのは、高校３年生の春で
した。二上山の麓にあるそのキャンパスの近代的、且つ
何か余裕を感じる趣に圧倒され、ここに入学する決意を
固めました。
推薦入学制度にて受験したのですが、面接試験では思
うように自己表現が出来ず、終了後、「落ちた…」と泣
きながら階段を下りたことが忘れられません。
ところが、無事、合格通知を受け取ることができ、新
生活が始まりました。短大での２年間というのは、思っ
ていたよりもずっと早く、慌ただしく過ぎましたが、そ
の間に、学業以外にも、一人での生活や、多くの友人と
の出会いなど様々な経験を積み、今の自分の基盤が形成
できました。
卒業後就職した会社に現在も勤務しています。事務処
理の効率化を図るためのシステム作りや、社内ホーム
ページの立ち上げなど、学生時代に学んだことを生かし
つつ、常に前向きに取り組む努力をしています。また、授
業で経験したゴルフがその後の趣味になったりと、その
時のすべてが私をとても豊かにしてくれました。そのお
かげで、現在も仕事に趣味に充実した毎日を送っています。
今、高岡短期大学が新しい一歩を踏み出そうとしてい
ます。私もこれまでの経験や、これからの新しい出会い
を大切にし、何事にも挑戦していきたいと思います。
現在、私はジュエリー制作をする、クラフトマンとし
て仕事をしています。高岡短大を卒業して社会へ出て１０
年経った今でも学生時代学んだ事が仕事や自分の作品を
造る上で役立ち、また実践している事を改めて感じま
す。私がものづくりに於いて常に考えている大事な事
は、時間的、社会的な制約の中でも自分の信念や情熱を
見失わず仕事あるいは作品制作に対して献身的に取り組
んでいく事が重要であると言う事、高岡短大で学んだ、
この「ものづくりの心」が私自身を支える柱となってい
ます。またこの事は、どの分野、デザイン、建築、でも
言える事であり、共通の考えだと、私は思います。
今年、高岡短大は富山大学に合併すると聞きました。
大学名が変わろうと、この「ものづくりの心」を教える、
先生方がいるかぎり高岡短大は安心であると私は思います。
私の勤めている会社にも後輩がすでに２人、入って来
ており２人とも仕事、作品制作にとても前向きに取り組
んでおり、逆に私が刺激を受ける事があります。
今後も、「ものづくりの心」を持った卒業生が送りだ
され、多方面で、活躍される事であると思います。
私も成長途中でありますが、高岡短大で学んだ事を軸
にし、今後さらに成長して行きたいと思います。
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